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の語り合いを通して、共催した 3 回の東京セミナーを、第 3 回の内容を軸に
振り返ります。




















阿部 健一梶谷 真司 
















































































　　  度～ 2016 年度）のプロジェクトリーダー。地球研名誉教授。現愛媛大学社会共創学部教授。
注 2）地球研プロジェクト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」（2012 年度～
  　　2016 年度）のプロジェクトリーダー。現東海大学海洋学部教授、地球研客員教授。
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  　　プローチ」（2014 年度～ 2016 年度）プロジェクトリーダーだった羽生淳子さんは、現在、カリフォ
  　　ルニア大学バークレー校人類学科教授、地球研客員教授。












































































  　　転換にむけて」（2016 年度～ 2020 年度）のプロジェクトリーダー。地球研准教授。

















































































































































梶谷さんのこの本（『考えるとはどういうことか－ 0 歳から 100 歳までの哲学

















































































　IT 技術や SNS で救われている人はたくさんいます。それがあって初めて
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つながれる関係もある。次は、「つながる」ということをテーマにしてもよ
いかもしれないですね。情報や知識、問題を共有すること。それと、人間関係。
「関係」ですよね。
阿部　私はどうしてもそこで、媒介者というものを想定するのです。媒介者
を必要とするつながりもあるし、必要としないで、それこそインターネット
上でパッとみんながつながっていく。
梶谷　たとえば、障害者だったら、手話通訳が必要な状態と手話通訳がいな
くても直接にできるような関係をつくりだすということですよね。それは機
械でできるようになる場合もあるし、場のデザインの仕方で、そういうもの
を克服することもできる。
阿部　あるいはその二つで違う方向になるということもあるかもしれない。
梶谷　媒介者がいるときといないときとね。環境問題とか､ 社会問題はすべ
てそうだけれども、けっきょくは一人で解けるわけではないから、関係とい
うものを基礎にしないとなにもできないのですよね。それは今後のテーマに
はよいですね。
阿部　やりましょう。
